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《ほかほかふれあいフェスタ 2016》 

NPO 法人れんきょう 会長 鈴木秀美 

（ほかほかふれあいフェスタ 2016 実行委員長） 
  

本年度の「ほかほかふれあいフェスタ」は 10月 8日（土）に、あじさい会館、同１階ホール、

さがみはらウェルネス前の側道を使って開催されました。当日の午前中は、生憎の雨天により、

例年ウェルネスさがみはら前の広場で行われていたイベント（ミニＳＬ運行、車いすダンス、阿

波おどり、チアリーディング等）は止むを得ず中止となりました。この日のために練習を積んで

来られた出演予定者の皆様にはさぞ残念なことであったと思います。 
 それでも、焼きそば、おにぎり、団子、味噌

おでんを販売する模擬店と手芸品、衣料、日用

雑貨を販売するバザーは店を開き、雨天の中頑

張って販売した熱意が天に通じたのか、午後に

は雨も上がり、来客数も増えたようでした。 

 本年度の新しい試みとして、ＪＡＸＡ職員さ

んの講演会があじさい会館ホールで行われまし

た。また、６階の展示室では、相模原養護学校

と相模原中央支援学校の生徒さんの作品展が開

催されました。今後とも新たな参加者を迎えて「ほかほかふれあいフェスタ」の目的である、障

がい者、ボランティア、一般市民の交流を通じて障がいに対する理解、ボランティア活動の活性

化が一層促進されることが期待されます。 

 また、冬の時期に開催されています「ほかほかふれあいフェスタ 障害者週間キャンペーン」

は、12月 3日（土）の 12時から小田急線相模大野駅北口のペデストリアンデッキでイベント公

演が開催されます。こちらの方でも多くの方々の来場をお待ちしております。 

 最後になりますが、「ほかほかふれあいフェスタ」を後援していただいています相模原市、 

相模原市教育委員会、相模原市社会福祉協議会、相模原市社会福祉事業団およびご協力をいただ

いています障害者職業能力開発校の関係者の皆様、「ほかほかふれあいフェスタ」実行委員の皆

様、ＮＰＯ法人 れんきょう加盟団体会員の皆様のご協力に感謝申し上げます。 

 

発行責任者 

特定非営利活動法人 

相 模 原 市 障 害 児 者 福 祉 団 体 連 絡 協 議 会        

     会 長 鈴 木 秀 美 

相模原市中央区富士見６－１－２０（あじさい会館内） 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０４２－７５５－５２８２(直通)   

題 字  相 模 原 市 長  加 山 俊 夫 
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《NPO 法人れんきょう講演会開催報告》 

『成年後見人制度の運用と問題点 
～親族がなる場合と行政書士等がなる場合の現場の声・問題点～』 

 
平成 28年 11月 23 日午後 2時より相模原教育会館 3階大会議室に於いて、市内の大戸行政書

士事務所所長、大戸敏勝氏を講師にお迎えして表題の演題で開催したところ 80 名の参加者があ

りました。 

冒頭 NPO法人れんきょう鈴木会長より開会挨拶、引

続き大戸先生の講演に入りましたが、先生より成年

後見制度の成立が、平成 11 年 12 月で施行は 4 月 1

日、この時、身寄りのない方、一人暮らしの方を行

政がどうサポートするか、措置から契約が盛んに政

府から発信された時期と説明がありました。 

また、後見の中に後見・保佐・補助と分かれ法定

後見人と、任意後見人の違いについて説明がありました。 

次に法的な定義等の詳細な説明があり、実際に大戸先生が法定後見を担当されている方々の多

くの事例をご説明いただき、会場の多くの皆様も事例毎にうなずいておられました。 

途中休憩をはさみ、会場の皆さんと、質疑応答の時間になりましたが、予定外で駆けつけてくだ

さった、相模原市行政書士会支部長の石口美子先生も相談と回答者に加わっていただき、ご自身

の所属されている「コスモスサポートセンター」で対応された成年後見の事例を引きながら、質

問者の方々に親切丁寧に回答されておりました。 

以上大盛会の講演会でしたが、参加者の多くの方々が同じような方法で次回の開催を望まれて

おりますので、主催者としてしっかり要望を受け止め次回に繋げたいと思っています。 

（相模原市肢体不自由児者父母の会 会長 平柳眞一 記） 

 

《自民党、公明党、民進党との定例要望書懇談会開催報告》 

本年度の議員団（公明党、自民党、民進党）との要望書懇談会が 8月～9月にかけて開催されま

した。この要望書懇談会は各政党の国会議員、県議会議員、市議会議員の方々に対して「れんき

ょう」としての要望事項を説明して、双方で意見を交換する場であり、我々の要望事項を理解い

ただき議会を通じて福祉施策の向上へとつながって行くことを期待しています。 
 本年度の要望事項として（1）市重度障害者医療費助成の継続 （2）市重度障害者等福祉手当

の継続 （3）福祉タクシー利用助成・自動車燃料助成制度の改善（支給対象者の拡充、支給額

の見直し） （4）市立総合体育館の利用料割引 （5）障がい者スポーツ・文化交流センター（仮

称）の設立構想 の 5項目を提示しました。 

 現在、福祉サービスの支給量は障がいの程度によって決められています。しかしながら、障が

いの程度は低くても高齢化等によって行動が制限されるような場合、その人が必要とするサービ

ス量と法令に従って支給されるサービス量に大きな隔たりが生じることがあります。「れんきょ

う」としては、単純に障がい程度等の形式的要件だけではなく「必要なサービスを必要な人に届

ける」との基本的な立場からの福祉施策の実施を訴えました。 
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《市役所職員研修会開催報告》 
去る 9月 15日（木）、けやき会館に於いて、相模原市主催の市職員研修会に出席いたしました。

本年度は「みんなの里」と「相模原市自閉症児・者親の会（相模原やまびこ会）」の 2 団体が担

当となりました。 
当日は、4年目を迎えた市職員 120名余の方が参加されておりました。 

障がいの特性や現状などを話しましたが、職員の方々は、福祉の部署の所属ではなく、直接関わ

っていない事から、伝え方の難しさを感じました。それでも皆さん真剣に聞いて下さっていまし

た。 

私の息子のエピソード等も話したのですが、親の会では笑える話でも、職員の方々にはちょっ

と重い話だったかもしれません。 

 

 

 《障害への理解を進める情報発信サイト 

        「さーくる」の訪問・閲覧状況報告》 
標記の「さーくる」については、去る 7月に発生した津久井やまゆり園事件に関しての市から

のメッセージを冒頭に掲載し、また、新たに「障害者スポーツ」のメニューを設定して、障害者

スポーツの種目の説明を掲載したことをまずはご報告します。 
本日は、加えて、5月に立ち上がって以降、どれだけの方に見ていただいているかホームペー

ジへの訪問と記事の閲覧状況についてご報告します。 

立ち上がり後、訪問していただいた人数は 9 月末時点で 2,560 人の方々でした。そして、こ

れらの方々が訪問した回数は 3,693 回です。つまり、複数回訪問された人が居るということで

す。また、これら訪問した人のうち、69.3％の人が初めて訪問した人です。 

「さーくる」にはいろいろな記事が掲載されていますが、これら記事単位でどれだけの回数が

閲覧されているかと言いますと 11,849回閲覧されています。トップページ以外の記事でよく閲

覧されているトップ 10 を以下に記します。 

 

1 位 相模原市の障害者団体・・・・・・959 回  6 位 障害を理解していただくために・・・197 回 

2 位 イベント情報・・・・・・・・・・454 回  7 位 第６回神奈川県 

身体障害者福祉大会・・・・・165 回 

3 位 れんきょうとは・・・・・・・・・238 回  8 位 カレンダー・・・・・・・・・・・・158 回 

3 位 肢体不自由児者父母の会記事・・・238 回  9 位 障害者スポーツ・・・・・・・・・・154 回 
5 位 発行物・・・・・・・・・・・・・203 回  10 位 相模原市手をつなぐ育成会記事・・・135 回 

                       
 まだ閲覧されていない方は是非一度ご覧ください。 

URLは http://sagamiharashi shougai.com/ です。検索ワード『相模原市障害への理解を進める

情報発信サイト 』で検索できます。 

また、加盟団体・非加盟団体に関係なく、イベント、お知らせ、機関紙、その他広く知らせた

いことを投稿してください。お待ちしています。 
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《平成 28 年度 相模原市障害者週間のつどい開催》 
 

日 時：12 月 4日（日）     12 時 30 分 開場 
 
会 場：相模原市立 あじさい会館 1 階 ホール 
 
内 容：≪第 1部≫ 表 彰 式 13：00～ 開演 

『心の輪を広げる体験作文』及び『障害者週間ポスター』入賞者 

を表彰します。 
 

≪第 2部≫ 講 演 会  14：00 開演 15：45 終演予定 

 
テーマ：『すべて人が ともに暮らす社会を目指して』 
 

    「ある社会がその構成員のいくらかの人々を閉め出すような場合、 

それは弱くもろい社会である」という国連文書の一節があります。 

障がいの有無に関わらず、ともに暮らす相模原をつくる為に、私たち 

一人ひとりがなすべきことを一緒に考えましょう。 

 

講 師：鈴木 敏彦 氏（和泉短期大学 児童福祉学科 教授） 

※本講演会は、要約筆記・手話通訳がつきます。 

 
主 催：相 模 原 市 

実 施：NPO 法人れんきょう（相模原市障害児者福祉団体連絡協議会） 

 

《相模原市身体障害者作品展のご案内》 

日 時：12 月 2日（金）～4 日（日） 
2 日：正午～午後 4時 

3 日：午前 9時 30分～午後 4時 

4 日：午前 9時 30分～午後 4時 

会 場：相模原市立あじさい会館 6 階 第１・２展示室 

主 催 ：相模原市身体障害者連合会 

           （相模原市肢体障害者協会、相模原市視覚障害者協会、 

特定非営利活動法人相模原市難聴者協会・土の会） 

相 模 原 市 

《障害者週間》 

12 月 3 日の国際障害者デーを起点として、12 月 9日障害者の日迄を障害者週間と 

定められています。 
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《福祉施策等に関するアンケート実施と 
          平成 28 年度福祉策懇談会開催について》 
 
今年度で 5回目になる標記のアンケートを実施し、福祉施策懇談会を開催します。本件につい

ては去る 10月 14日に市内の障がい児者福祉団体に依頼の公簡を発信しております。 

【福祉施策等に関するアンケート】 
 ■ ご回答いただく内容 
   ア、貴団体で抱えている課題、それを解決するための市への提案・要望 

   イ、今回で 5回目になることからこのアンケート実施並びに福祉施策懇 

談会に対しての意見・要望 

   ウ、東京パラリンピックが開催されることもあり障害者スポーツに関す 

る市への提案・要望 

   エ、ＮＰＯ法人れんきょうに対する要望 

 ■ ご回答期限      11月 10日（木） 

  なお、このアンケートの概要については、１月下旬に開催予定の市長とＮＰＯ法人れんきょ

うとの懇談会にて報告します。 

【平成 28 年度福祉施策懇談会】 
 ■ 開催日時  平成 29年 2月 5日（日）10時～12時 
 ■ 開催場所  ウェルネスさがみはら７階 視聴覚室 

 ■ 出 席 者  ア、市側 ⇒ 健康福祉局長以下関係部署の課長、職員 

         イ、障がい児者側 ⇒ 市内の障がい児者福祉団体代表者等 

《大戸行政書士事務所様よりご芳志いただきました。 

ありがとうございました。》 

《各団体の催し案内》 
 

★さがみハート展  ～詩と絵画のコラボレーション展～ 
 

日時：平成 28年 12月 1日～12月 5日 10：00～18：00 

  ※初日 13：00～ 最終日 15：00まで 

場所：相模原市民ギャラリー 

主催：「詩と絵画のコラボレーション展」実行委員会 

   相模原市 

問合せ先：地域活動センターカミング 電話 042－759－5117 

さがみハート展は、精神障害を持った人々が書いた詩に、あじさい大学 OB,の人々等が、そ

の詩を題材に絵を描き、詩と絵を一緒に展示するコラボレーション展です。この展覧会を通し

て、当事者のメッセージが社会に届き、人と人とのつながり、障害への理解への広がることを

目指しています。 

 

 

 

事 務 局 た よ り 
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★自閉症児・者作品展 ～あなたに知ってほしい私たちのこと～                   
日時：平成 28年 11月 18日（金） 13：00～19：00 

   11月 19日（土） 10：00～19：00 

   11月 20日（日） 10：00～15：00 

会場：おださかプラザ ラクアルオダサカ ４階 

主催：相模原市自閉症児者親の会（相模原やまびこ会） 

問合せ先：相模原やまびこ会 090－2468－1331 

★研修会 

テーマ：「障害者差別解消法について もう一度、話しましょう。」 

日時：平成 28年 11月 25日（金） 13：00～15：00 

場所：相模原市民会館 3階 第１大会議室 

主催：社会福祉法人 相模原市社会福祉事業団 

講師：小長井・千木良・渡邊法律事務所 千木良良正氏（弁護士） 

   NPO法人クライム 理事長 島崎賢一氏 

入場には事前申し込みが必要です。問合せ及び申込先は 

   相模原市立障害者支援センター松が丘園 福祉研修センター 

   電話：042－758－2121 FAX 042－758－7070 （担当：井上） 

《第 3 回新成人を祝う会》 

本年度も「新成人を祝う会」が開催されることになりました。成人式を迎える障がいを持った 

方々を、保護者、友人、支援者の方々が祝う場として開催されます。当日は加山市長も出席の

予定で、式典、茶話会が実施されます。 

日時：平成 29年 1月 28日（土） 午後 1時～4時  

場所：けやき会館 5階 大樹の間 

対象：市内在住か在勤の障害のある新成人とその家族など 

問合せ先：新成人を応援する会 電話 042－759－4310（手をつなぐ育成会内） 

《新車紹介セールご協力のお願い》 

 ～（株）クライム社様より新車購入紹介セールのお知らせ～ 

  対象車種：乗用車、ライトバン、RV、トラック 

  対象メーカー：日産、トヨタ、ホンダ、マツダ、三菱 

✤ご協力いただいた方には、協力手数料をお支払いいたします。 

 詳細は NPO法人れんきょう事務所まで（042－755－5282） 

《冬季受託販売にご協力を》 

① チャンポン・皿うどん詰合せ化粧箱入り（N―1） 標準小売価格￥2,9162,200 

② 島原のれん手延べうどんセット化粧箱入り（V-40）標準小売価格￥4,3202,900 

 NPO法人れんきょう事務所にて（月～金曜日 10：00～16：00）販売しております。 

是非購入のご協力をお願いいたします。なお、今年度の販売は 1 月 31 日で終了いたしますの

でご協力よろしくお願い申し上げます。                                              


